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み
な
さ
ん
は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
そ
れ
は
、
介
護
の
必
要
が
な
く
健
康
的

に
生
活
で
き
る
期
間
で
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
も
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
で
、
明
る
い
社
会
を
築
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

上
の
表
を
見
る
と
、
介
護
保

険
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
12
年

か
ら
現
在
ま
で
に
高
齢
者
の
人

口
は
減
っ
て
い
る
の
に
、
介
護

を
必
要
と
す
る
人
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
全
体
の
人
口
が
減

り
、
そ
の
中
の
元
気
な
お
年
寄

り
ま
で
も
が
減
っ
て
し
ま
っ
て

は
、
金
山
町
全
体
が
暗
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

ん
で
も
介
護
を
必
要
と
し
な
い

健
康
的
な
お
年
寄
り
が
増
え
れ

ば
、
元
気
な
町
づ
く
り
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

金山町で介護が必要になった人数

金
山
町
の
介
護
の
現
状

増
え
る
介
護
保
険
料

健
康
維
持
を
目
的
に

い
き
い
き
生
活
倶
楽
部

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

�

築
こ
う
明
る
い
未
来

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
費
用
は
、
個
人
の
負
担

分
を
除
い
て
国
や
県
、
町
な
ど

で
負
担
し
て
い
ま
す
。
町
の
負

担
分
は
介
護
保
険
料
と
し
て
40

歳
以
上
の
方
が
支
払
っ
て
い
る

介
護
保
険
料
で
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
増
え
る
と
介
護
保

険
料
が
高
く
な
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
い
る
こ

と
は
経
済
的
に
も
重
要
で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

で
は
介
護
を
受
け
た
り
寝
た

き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
に
日
常

生
活
を
送
る
に
は
な
に
が
必
要

か
と
考
え
る
と
、
そ

れ
は
健
康
な
体
づ
く

り
と
い
き
が
い
づ
く

り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

町
で
は
、
そ
の
一

つ
の
手
段
と
し
て
い

き
い
き
生
活
倶
楽
部

を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
大
阪
府

大
東
市
で
行
わ
れ
て

い
る
「
元
気
で
ま
っ

せ
体
操
」
を
内
容
の

一
部
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
、
イ

ス
に
座
っ
た
ま
ま
行

う
こ
と
が
で
き
、
筋

力
を
き
た
え
る
こ
と
や
ス
ト
レ

ッ
チ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
加
者
は
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
運
動
し
ま
す
が
、
時
折
間

違
っ
た
り
し
ま
す
。
す
る
と
、

自
分
か
ら
笑
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
他
の
方
か
ら
言
わ
れ
た
り

し
て
自
然
と
笑
い
が
起
き
ま

す
。
そ
の
笑
い
が
体
や
頭
、
心

ま
で
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

平成１２年 平成１８年 平成２７年（８月）

高齢化率 ４４. ３４％ ５２. ４９％ ５７. ７７％

高齢者人口 １, ４７８人 １, ５０２人 １, ２９７人

平成１２年 平成２７年 比　較

介護が必要な人 １５１人 ２８７人 １. ９倍
認定率 １０. ２％ ２１. ８％ ２. １倍
介護保険料 ２, ３６６円／月 ６, ０００円／月（現在）

ステキな笑顔をいつまでも
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年代別による測定結果

各
地
区
で
も

﹁
元
気
出
ま
っ
せ
体
操
﹂

み
ん
な
で
介
護
予
防

参
加
地
区
を
募
集
し
ま
す

　このグラフは金山町でモデルとして半年間、体操を行い体力測定をした結果を国の基準で
示したものです。２月より７月の測定では、どの年代も形が大きくなり体操の効果が出てい
ることがわかります。

60代 70代 80代

　

い
き
い
き
生
活
倶
楽
部
の
他

に
も
、
上
横
田
地
区
と
越
川
地

区
が
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
「
元

気
出
ま
っ
せ
体
操
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

各
地
区
の
参
加
者
の
方
か
ら

は
「
体
操
を
始
め
た
ば
か
り
の

こ
ろ
よ
り
体
が
伸
び
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
集
ま
っ
て
み
ん
な

※TUGはイスに座った状態から立って３ｍ先のコーンを回ってまたイスに腰掛けるまでの時間を計るもの

　

家
で
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

す
れ
ば
、
あ
る
程
度
体
力
は
維

持
で
き
ま
す
が
し
か
し
体
操
す

る
こ
と
は
、
た
だ
単
に
筋
力
維

持
を
目
的
と
し
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
集
ま

っ
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

お
茶
飲
み
を
し
て
笑
っ
た
り
、

色
々
な
人
が
関
わ
る
こ
と
が
認

知
症
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

健
康
な
体
作
り
は
家
で
一
人
だ

け
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合

っ
て
一
緒
に
介
護
予
防
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
介
護
予
防
の
た
め

に
、
体
操
を
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
地
区
の
方
々
に
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

４
名
以
上
の
方
が
、
週
一
回

以
上
集
ま
っ
て
自
主
的
に
活
動

を
行
う
場
合
、
初
回
か
ら
四
回

の
体
操
指
導
と
体
力
測
定
（
初

回
・
三
ヶ
月
後
・
六
ヶ
月
後
）

を
支
援
い
た
し
ま
す
。
お
茶
の

み
仲
間
や
ご
近
所
の
方
々
で
応

募
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

	

☎
54
︲
５
１
３
５

で
笑
い
な
が
ら
体
操
す
る
の
が

楽
し
い
」「
覚
え
て
い
る
と
こ

ろ
だ
け
だ
が
家
で
も
少
し
ず
つ

行
っ
て
い
る
と
体
が
楽
に
な

る
」「
畑
仕
事
な
ど
で
体
を
動

か
し
て
い
る
と
思
っ
て
も
、
体

操
を
行
う
と
使
っ
て
い
な
い
関

節
や
筋
が
あ
る
の
が
わ
か
り
、

体
操
で
体
が
伸
び
て
気
持
ち
い

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
始

め
る
橋
立
地
区
の

方
た
ち
か
ら
は

「
越
川
の
方
に
誘

っ
て
も
ら
い
数
人

で
参
加
し
ま
し

た
。
何
回
か
体
操

を
行
っ
て
い
る
う

ち
に
体
が
楽
に
な

る
と
感
じ
ま
し

た
。
ビ
デ
オ
を
見

な
が
ら
で
き
る
の

で
、
橋
立
で
も
で

き
る
か
な
と
思
い

ま
し
た
」「
近
所

の
方
に
声
を
か
け

る
と
気
持
ち
よ
く

参
加
す
る
と
言
っ

て
く
れ
た
の
で
ス

ム
ー
ズ
に
話
し
が

運
び
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

総合的な体力

身の
こなし バランス

7月
2月

楽しく体操を行う上横田地区のみなさん
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昨年のごっつおまつり

繰越金
97,205（2.4%）

実
質
収
支
額

用語解説
地方交付税

国から町に交付さ
れる交付税
繰入金

基金などからの繰
入金
地方税

町民のみなさんが
納めた税金
地方債

町の借入金
県支出金

県からの補助金や
委託金など
国庫支出金

国からの補助金や
委託金など

単位：千円

地方交付税
1,657,012
（41.3%）

国庫支出金
256,581
（6.4%）

県支出金
307,190
（7.7%）

繰入金
567,329
（14.1%）

その他 138,597（3.5%）

（　）は構成比

平
成
26
年
度
決
算
報
告

40億1，229万円

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

歳
入
が
５
億
２
，
５
４
２
万
円

（
11
・
６
％
）
の
減
、
歳
出
が

４
億
７
，
２
４
５
万
円
（
10
・

９
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
み
で
見
る
と
、

歳
計
余
剰
金
は
１
億
４
，
４
２

３
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
財
源
２
，
７
６
４
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１

億
１
，
６
５
９
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
県
内
外
80
名

の
方
々
か
ら
合
計
３
１
５
万
円

　

平
成
26
年
度
の
実
質
収
支
か

ら
平
成
25
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
７
，
４
３
１
万
円

の
赤
字
で
あ
り
、
単
年
度
収
支

に
財
政
調
整
基
金
の
積
立
額
及

び
取
崩
額
を
加
減
し
た
実
質
単

年
度
収
支
に
お
い
て
も
１
億

３
，
８
８
６
万
円
の
赤
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き

	
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地方税
502,905
（12.5%）

地方債
485,473
（12.1%）

歳入総額

の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。
皆

様
の
あ
た
た
か
い
お
志
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
は
基
金
に
積
み
立
て
し
、
平

成
27
年
度
以
降
に
充
当
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
充
当
事
業

保
育
所
運
営
事
業

	

充
当
額　
　

十
万
円

瓦
礫
処
分
場
整
地
事
業

	

充
当
額　

十
二
万
円

沼
沢
湖
水
ま
つ
り

ご
っ
つ
お
ま
つ
り

	

充
当
額　

六
十
五
万
円

地
域
一
体
型

　
　

ふ
る
さ
と
教
育
事
業

	

充
当
額　

四
百
二
十
万
円 
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衛生費
209,946（5.4%）

議会費
51,340（1.3%）

公債費
290,529（7.5%）

教育費
610,237
（15.8%）

総務費
940,328
（24.3%）

民生費
406,944
（10.5%）

土木費
595,680
（15.4%）

商工費
254,387
（6.6%）

消防費
138,270（3.6%）

災害復旧費 48,945（1.3%）

（　）は構成比

目的別歳出内訳

単位：千円

農林水産業費
290,842
（7.5%）

労働費 30,607（0.8%）

38億6,806万円

　普通事業費と災害復旧費から
なり、施設や道路の整備など将
来に残るものに対して支出する
ものです。
主な事業と事業費
◦町営住宅建設整備事業
	 2億4,315万円
◦開発センター耐震・大規模改

修工事
	 1億9,008万円
◦老人福祉センター改修工事
	 5,735万円
◦新保養センター整備事業
	 5,393万円
◦戸籍電算化事業
	 4,410万円
◦地区温泉活性化事業
	 3,978万円

　人件費、公債費及び扶助費か
らなり、支出が義務付けられて
いる義務的経費は前年度に比べ
2億3,793万円の減となっ
ています。
項目及び額（前年度比）
◦人件費	 5億7,228万円
	 （0.8％減）
◦公債費	 2億9,053万円
	 （46％減）
◦扶助費	 6,638万円
	 （7.5％増）

　歳出のうち、投資的経費と義
務的経費以外の経費は前年度
に 比 べ て、2億9,872万 円
（12.9％）の減となりました。
主な項目及び額（前年比）
◦物件費	 3億9,795万円
	 （1.2％増）
◦繰出金	 2億7,850万円
	 （16.1％減）
◦補助費等	 5億9,419万円
	 （38.7％増）
◦積立金	 5億9,856万円
	 （40.6％減）

用語解説
総務費

町行政の管理全般
教育費

学校教育、生涯学習、文
化の振興等
土木費

町道の改良・修繕、道路
除雪等
民生費

高齢者、障がい者、児童
等の福祉対策
農林水産業費

農林水産業の振興、林道
の修繕等
公債費

国や金融機関からの借入
金（町債）の返済
商工費

商工業、観光の振興
衛生費

ごみ処理、健康診断、予
防接種
消防費

消防施設の整備・修繕、
防災対策
議会費

町議会の運営
災害復旧費

災害に係る土木施設・農
林水産施設等の復旧工事
労働費

失業対策、雇用対策

投資的経費義務的経費その他の経費

歳出総額
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名　　前 金　　額 構成（％） 主　な　用　途
普通建設事業費 10億6,308万円 27.5 町道の改良工事や施設整備
人 件 費 5億7,228万円 14.8 議会議員や各種委員の報酬、職員給与など
補 助 費 等 4億9,601万円 12.8 各種団体などへ支払う補助金や報償費
物 件 費 4億9,343万円 12.8 需用費、旅費、役務費など
積 立 金 3億3,375万円 8.6 少子化対策基金や公共施設整備基金等への積み立て
公 債 費 2億9,053万円 7.5 町が借りた町債の返済額
繰 出 金 2億7,961万円 7.2 特別会計の事務経費などのための繰出金
維持補修費 2 億 361 万円 5.3 町施設の維持保全など
扶 助 費 6,638万円 1.7 福祉対策などの社会保障にあてる費用
災害復旧事業費 4,895万円 1.3 災害により被災した施設を復旧するための費用
貸 付 金 2,043万円 0.5 奨学金など
合 計 38億6,806万円 100

会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出
国民健康保険事業勘定（医療費） 4億5,173万円 4億610万円
国民健康保険施設勘定（診療所） 1億2,392万円 1億2,392万円
簡易水道事業 2億7,090万円 2億5,449万円
町営バス事業 1,539万円 1,539万円
農業集落排水事業 282 万円 282万円
介護保険事業 5億2,765万円 5億2,059万円
特定地域生活排水処理事業 1億2,843万円 1億2,843万円
後期高齢者医療事業 4,598万円 4,592万円
特定環境保全公共下水道事業 2,095万円 2,095万円

指　標　名 金山町の比率 早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準平成２6年度 平成２5年度

①実質赤字比率 ― ― 15.0 20.0
②連結実質赤字比率 ― ― 20.0 40.0
③実質公債費比率 3.5 4.4 25.0 35.0
④将来負担比率 ― ― 350.0 ―

会　　計　　名 金山町の比率 経営健全化
基　　　準

簡易水道事業特別会計 ― 20.0
農業集落排水事業特別会計 ― 20.0
特定地域生活排水処理事業特別会計 ― 20.0
特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― 20.0
※赤字または資金不足が生じていない場合は「－」で示しています。

一般会計歳出（性質別）

特別会計決算

健全化判断比率

資金不足比率

　町の財政状況を客観的
に表し、財政の早期健全
化や再生の必要性を判断
するためのもの。

　町の公営企業会計ごと
の不足金額の度合を表す
指標。
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町
職
員
・
町
特
別
職
の
　
　

　
　
給
与
な
ど
の
お
知
ら
せ

４ 職種別職員数

２ 初任給

３ 諸手当

５ 特別職の給料（報酬）などの状況

６ 一般職員の配置状況（平成２７年１０月現在）

　
町
一
般
職
員
の
給
与
な
ど
は
人
事
院
と
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
を
基
に
、
町
長
や
議
会
議
長
な
ど
の
特
別
職
の
給
与

（
報
酬
）
な
ど
は
、
金
山
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議

に
基
づ
き
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
に
よ
り
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

課係等名 人　員 課係等名 人　員 課係等名 人　員
総 務 8 保 健 福 祉 ６ 上 下 水 道 4
診 療 所 4 復 興 政 策 5 住 民 税 務 5
農 林 振 興 4 保 育 所 7 議会・監査 1
出 納 1 商 工 観 光 2 横田出張所 1
教 育 6 建 設 6 合 計 61

平成２６年度給料 期末・勤勉等手当 計
２億４, ３７３万円 １億４, ０７９万円 ３億８, ４５２万円

１ 職員給与
　（一般行政職の平成２７年１０月現在の平均給料月額は３１９.８５６円、

平均年齢は４０.４歳）

初　任　給
大 学 卒 １７６, ８００円
短 大 卒 １５７, １００円
高 校 卒 １４４, ２００円

６月期 １２月期
期 末 手 当 １. ２２５か月 １. ３２５か月
勤 勉 手 当 ０. ７５０か月 ０. ７５０か月

一　般　行　政　職
医療職 技　能

労務職 計
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的
な職務 主事 主査

係長
主任主査

主査

主幹
係長 課長 課長

職員数 １０人 ７人 １２人 １５人 ６人 ２人 ４人 ５人 ６１人
構成比 13.4% 8.3% 26.7% 25.0% 8.3% 5.0% 5.0% 8.3% 100%

町　長 副町長 教育長 議　長 副議長 議　員
給料（報酬）の月額 ７０１,０００円 ５６７,０００円 ５２８,０００円 ２５３,０００円 ２０４,０００円 １８３,０００円
期末手当の支給割合 ６月期は１.４か月分、１２月期は１.５か月分
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ベストを尽くすも１回戦突破ならず

気迫のフルスイング

　９月１３日に
本宮市のしらさ
わグリーンパー
ク野球場で第９
回福島市町村対
抗軟式野球大会
が行われました。赤カボチャ色の新しいユ
ニフォームすがたの選手たちは、須賀川市
を相手に戦いましたが、０対６で敗れ１回
戦を突破することはできませんでした。
　会場まで応援に行かれた方たちからは選
手のがんばりにあたたかい拍手が送られて
いました。

長寿を祝い楽しいひととき

クラシック音楽の音色を堪能
日露交歓コンサート

盛り上がった大泉逸郎さんの歌謡ショー

クラシックの音色にうっとり

　金山町敬老会が９月２１日に町民体育館で盛大に
催されました。
　今年初めて、「熟年成人式」として還暦から数え
て２０歳になる、今年８０歳を迎える方を対象に記
念撮影をしました。町長の挨拶や来賓祝辞などのあ
と、町長から今年米寿を迎えられた方に米寿記念品
の贈呈が行われました。あわせて、老人クラブ連合
会と福島民報社から金婚表彰も行われました。
　祝宴では、歌手の大泉逸郎さんによるステージシ
ョーが行われ参加された方たちはたのしいひととき
を過ごされました。

　９月２０日御神楽館で日露交歓
コンサートが催され、町内外から
約２７０名の方が来場されまし
た。これは、地方都市におけるク
ラシック音楽の普及を目的とした
もので、前日には昭和村でも演奏
されました。来場者は、ピアノや
弦楽器の音色、ソプラノ歌手の歌
声に聞き入っていました。また、
金山中学校生による合唱も披露さ
れ大きな拍手が送られていました。
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転んでも泣かないぞ
保育所合同運動会

しっかりカゴを狙って

リレー競技で力走する子どもたち

町職員から説明を受ける参加者

　９月１９日に中川グラウンドで
川口保育所と横田保育所の合同運
動会が元気一杯に行われました。
始めに「転んでも泣かないぞ」と
誓った子どもたちは、普段の練習
の成果を発揮しながら色々な種目
に一生懸命取り組んでいました。
家族が参加する種目では、「がん
ばれー。」と大きな声で応援する
子どもの姿が見られ、その声援を
受けた保護者の方たちも真剣な様
子で競技に参加されていました。

　９月２５日に原発事故で避難をされてい
る大熊町と楢葉町の方たちが金山町を訪れ
ました。参加者は猪俣昭夫さん（川口）や
川口高校生から日本ミツバチの話を聞いた
り、実際に蜜を味わったりしました。その
後、場所を移してＪＲ只見線の落橋現場を
見学しながら、町職員から豪雨災害の説明
を聞きました。
　参加者からは「次は町の温泉に入りた
い」との声が聞かれ金山町に興味を持たれ
たようでした。このツアーは会津農林事務
所が企画したもので、会津と浜通りの交流
を目的とし、ＪＲ只見線を利用しています。

自己記録の更新を目指して
三町村陸上記録会

浜通りの方と地域交流

　金山町、三島町、昭和村の小学
５・６年生による陸上記録会が９月
１６日に金山小学校を会場に行われ
ました。子どもたちは短距離や長距
離などのトラック競技や幅飛びや幅
跳びなどのフィールド競技で、日ご
ろの練習の成果を発揮していまし
た。各町村の保護者やおじいちゃ
ん、おばあちゃんも応援に駆け付
け、写真やビデオを撮りながら大き
な声援を送っていました。
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お
知
ら
せ
今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

納期限は

11月2日
です

◦
町

・

県

民

税　
　

３
期

◦
固

定

資

産

税　
　

３
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

３
期

★
１0
月
★

▼
11
日（
日
）

◦
金
山
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
～

�

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
14
日（
水
）

◦
３
歳
児
健
診

　

午
前
９
時
～

�

柳
津
町
銀
山
荘

▼
17
日（
土
）

◦
金
山
中
学
校
文
化
祭

　

午
前
９
時
～　

金
山
中
学
校

▼
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

◦
川
口
高
校
若
桐
祭
一
般
公
開

　

午
前
10
時
～　

川
口
高
校

▼
20
日（
火
）

◦
４
ヵ
月
児
健
診

　

午
前
11
時
15
分
～

�

坂
下
厚
生
病
院

▼
21
日（
水
）

◦
免
許
更
新

　

午
前
９
時
～
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

◦
奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

　

午
前
10
時
～

�

町
民
体
育
館
周
辺

▼
29
日（
木
）

◦
４
歳
児
健
診

　

午
前
９
時
～　

ゆ
う
ゆ
う
館

★
１1
月
★

▼
３
日（
祝
）

◦
各
地
区
文
化
祭

案
　
　
　
内

年
末
調
整
説
明
会

10
月
は
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
で
す

福
島
県
最
低
賃
金
が

平
成
27
年
10
月
３
日
か
ら

変
わ
り
ま
す

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
が
必
要
で
す

　

会
津
若
松
税
務
署
で
は
、
平

成
27
年
分
の
年
末
調
整
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

11
月
16
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～

※
受
付
は
午
後
１
時
～

▼
会
場

　

三
島
町
町
民
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
４
３
１
１

　

県
で
は
、
関
係
団
体
と
協
力

し
て
不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
県
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
製
造

や
販
売
、
使
用
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
庁
税
務

課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興

局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲
７
２
０
５

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２
︲
29
︲
５
２
６
１

　

住
宅
・
倉
庫
・
土
蔵
な
ど
の

家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
は
、
住

民
税
務
係
ま
で
家
屋
滅
失
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在

の
台
帳
登
録
分
が
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し

　

福
島
県
最
低
賃
金
は
、
常

用
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
名
称
に
か
か
わ
ら

ず
福
島
県
内
の
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
に
対

し
て
は
、
罰
金
を
も
っ
て
そ
の

金
額
以
上
の
支
払
い
が
強
制
さ

れ
ま
す
。

時
間
額　

７
０
５
円

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
い
だ
さ
い
。

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０
４

て
も
家
屋
滅
失
届
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
家

屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
家
屋
の
新
築
や
増

築
な
ど
を
さ
れ
た
方
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	
☎
54
︲
５
１
２
１

⃝

会
津
若
松
市
の

　

寺
川
智
さ
ん
よ
り

　

斎
藤
清
の
版
画
一
枚
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
円

ご
寄
付
に
感
謝

一
般
寄
付
金

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

広
報
送
付
に
対
し
て

⃝

会
津
若
松
市
の

　

加
藤
廣
さ
ん
よ
り　

一
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
面
の
充
実

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⃝
会
津
若
松
市

　

加
藤
キ
ミ
ノ
さ
ん
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
な
ど

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⃝

東
京
都
杉
並
区
の

　

小
林
葉
子
さ
ん
よ
り
五
千
円

⃝
東
京
都
杉
並
区
の

　

小
林
榮
さ
ん
よ
り　

五
千
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
３
名
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

二
万
五
千
円

 

ご
寄
付
は
自
然
環
境
の
保
全

事
業
や
復
興
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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人
　
　
　
事

お
知
ら
せ

　

え
ご
ま
の
収
穫
作
業
の
機
械

化
に
よ
る
刈
り
取
り
作
業
の
労

力
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
、
脱

粒
機
に
よ
る
刈
り
取
り
作
業
の

実
演
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

▼
日
時　
10
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

▼
場
所　
上
横
田
地
内
（
上
横

田
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

付
近
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

	

☎
54
︲
５
３
２
１

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に

伴
う
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド

が
ま
も
な
く
み
な
さ
ん
の
お
手

元
に
届
き
ま
す
。

　

町
で
は
９
月
中
頃
に
各
家
庭

に
、
制
度
の
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
冊
子
『
よ
く
わ

か
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』
は

区
長
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま

す
。「
用
途
」
や
「
住
所
を
変

更
し
た
場
合
」
な
ど
項
目
別
に

説
明
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
冊
子
は

通
知
カ
ー
ド
と
合
わ
せ
て
保
存

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

教
育
委
員

機
械
を
使
っ
て
え
ご
ま
の

収
穫
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

教
育
委
員
に
長
谷
川
恵
一
さ

ん
（
川
口
）
と
渡
部
佳
惠
さ
ん

（
大
塩
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
長
谷
川
さ
ん
が
３
年
間
、

渡
部
さ
ん
が
４
年
間
で
す
。

選 挙 の 期 日 １１月２９日（告示日１１月２４日）
選挙すべき議員の数 １０人（任期は平成２７年１２月２２日からの４年間）

選 挙 権 の あ る 人 平成２７年１１月２９日現在で２０歳以上の人
転入者については８月２３日までに転入届をした人

被選挙権のある人 平成２７年１１月２９日現在で２５歳以上の人
立候補受付の期日
お よ び 場 所

平成２７年１１月２４日（火）午前８時３０分から午後５時まで
金山町役場４階委員会室において受付

立候補届出および選挙
運動等に関する説明会

１０月３０日（金）午後１時３０分から金山町開発センターにおいて開催
立候補を予定されている方は、選挙管理委員会にお問い合わせ下さい。

期 日 前 投 票
投票日に仕事や旅行などにより投票できない方は､ １１月２５日から１１
月２８日の朝 8：30 ～夜 8：00までの間に、金山町役場又は金山町役場横
田出張所で期日前投票をすることができます。

詳しくは選挙管理委員会におたずね下さい。（☎５４－５２１５）
金山選挙管理委員会･金山町明るい選挙推進協議会

金山町議会議員一般選挙が１１月２９日（日）に行われます
任期満了による金山町議会議員一般選挙が､次のとおり行われます。

ま
も
な
く
届
き
ま
す
！

　
　
　
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
が

見
込
ま
れ
る
方
は
、
郵
送
ま
た

は
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
方
法
は
広
報
９
月
号
や

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
を
し
ま
し
ょ
う
！

カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
︒

で
も
︑
も
し
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
ら
︙

　

カ
ー
ド
の
初
回
交
付
は
無
料

で
す
が
、
再
交
付
は
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。

★
通
知
カ
ー
ド

�

５
０
０
円

★
個
人
番
号
カ
ー
ド

�

８
０
０
円

※
電
子
証
明
書
の
再
発
行
手
数

料
の
２
０
０
円
も
加
算
さ
れ

ま
す
。（
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
発
行
で
希
望
者
の
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

�

住
民
課
住
民
税
務
係

	

☎
54
︲
５
１
３
１

11 広報かねやま　27.10.10



地域おこし協力隊

活動報告
道の駅「奥会津かねやま」

に来てみらっしぇー
地域おこし協力隊　西

にしわき

脇　　優
まさる

　
　道の駅の企画担当、地域おこし協力隊の西脇
です！今月も皆さんに楽しんでいただける企画
をドドーンとご紹介いたします。
◆「ミニ四駆レース&走行体験会」
� （10月17・18日）

　奥会津初（？）のレース大会です。マシン
をお持ちでない方も参加できます。
◆「創作オリジナルかかしコンテスト」
� （10月24・25日）

　オリジナルかかし大募集！最優秀賞には5
万円分の妖精の里商品券を贈呈！応募締め切
りは10月19日です（応募多数の場合、早期に
締め切る場合があります）。
◆「道の駅ハロウィンパーティー」（10月31日）

　お菓子が当たるゲーム大会の他、仮装で来
場されたお子様にはプレゼントあり！僕も仮
装してお待ちしています！
◆「軽トラ市」（11月 1 日）

　今年最後の軽トラ市です。今回は他町村か
らも古道具、古書などのお店が出店予定で
す。出店者も募集中です。
◆「五泉ニットまつり」（11月 7・8 日）

　日本一のニットの大産地、新潟県五泉市の
ニットメーカーが道の駅に大集合！メーカー
直販だから掘り出し物もあるかも！
◎お申し込み・お問い合わせは
　役場産業課（☎54−5327）または道の
駅（☎55−3334）までお願いいたします。

ラジオでかぼまるWORLD

交通死亡事故が発生

　町では色々な方法を使って積極的に情報発信
を行っています。今回はラジオ福島で金山町の
情報が流れます。

●放送日：毎月第１火曜日
●放送時間：１４：１０～１４：２０
●タイトル：奥会津・金山町かぼまるWORLD

◎問い合わせ…復興政策係　☎５４－５２０３

　９月２０日に沼沢地区の町道で二輪車の交通
死亡事故が発生しました。
　金山町交通対策協議会では、交通事故発生を
抑止するために、引き続き会津坂下警察署及び
交通安全推進機関と連携し、町内の交通安全広
報を強化し、交通事故防止の徹底を図っていき
ます。
　特に秋口は日没時刻が早まり、交通事故が多
発する時期ですので、運
転手の方は早めにライト
を点灯し、歩行者は道路
横断する際には十分に注
意し、交通事故を起こさ
ない、事故にあわないよ
う注意してください。

　お気に入りの写真を布に印刷して自分だけの
「クッション」を作ろう！

●日　時：１１月５日、１２日、
　　　　　　　１９日、２６日（毎週木曜日）
　　　　　午前１０時～１２時
●場　所：開発センター
●参加費：１，０００円
　　　　　（材料代として）
●定　員：１０名
●締切り：１０月２７日（火）
●講　師：会津コンピュファーム（会津美里町）

◎申込・問合せ…中央公民館
� ☎　５４－５３３３

　町では定期的に町水道の放射性物質モニ
タリング検査を実施しています。
　 9 月１５日現在で町内水道水から放射性
セシウムは検出されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　 放射性セシウム１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
� ☎５４−５３１５

水道水の放射性物質検査結果

パソコン教室参加者募集

パソコンとデジタ
ルカメラの持ち込み
は大丈夫です。貸し
出しもします。

1227.10.10　広報かねやま



金山町国保診療所 歯科医師だより歯科医師だより

金山町の人口（10月 1 日現在）

世 帯 数　１,０８６世帯（－　３）
人　　口　２,２３５人　（－　６）
　 男 　　１,０６４人　（－　４）
　 女 　　１,１７１人　（－　２）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

図 書 室 だ よ り

民主主義ってなんだ？／高橋　源一郎　著（河出書房新社）
　学生団体(自由と民主主義のための学生緊急行動)が2日間・計8時間に渡って、「自由」と「民主主義」を
考えた対談、緊急出版!

一般向け

○新刊紹介

聞くだけで自律神経が整うCDブック／小林　弘幸　著（アスコム）
　このＣＤの音楽を聞けば、誰でもいつでも、簡単に自律神経を整えることができます。
このＣＤを聞いて、元気で健康な毎日を送りましょう。

一般向け

文庫版 小説 土佐堀川 広岡浅子の生涯／古川　智映子著（潮出版社）
　平成27年度後期 連続テレビ小説「あさが来た」ドラマ原案本。

一般向け

ママがおばけになっちゃった／のぶみ　著（懇談社）
　ママはくるまにぶつかって、おばけになりました。｢この子、私がいなくなったら、どうなっちゃうの？｣
親子なら誰でも抱いている大切な気持ちが、ぎゅっと詰まった絵本です。

児童向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３

＊お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）
○９月の公民館図書室利用状況 貸出冊数　４９冊（うち児童書　１３冊）

あ の 人 こ の 人
９月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

♥
(
目　黒　健　一（八　町）
一　条　さやか（会津若松）

霊よ安らかに

栗　城　健二郎（85歳）　川　口
中　條　喜八郎（93歳）　本　名

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

　先日、私の先輩の先生とお話しする機会があり、画像診
断、つまりレントゲン撮影に話が及びました。
　患者さんへ虫歯の進行度合いを説明するときは、歯の切
断面模型を用いて説明していますと答えたところ「レント
ゲンは撮らないのか？」と聞かれました。典型的な症例で
は撮ることは少ないですと言うと「それではダメだ、いく
ら模型を用いて詳細に説明してもそれは患者さんには伝わ
らないよ。その患者さんの虫歯の説明をするのだから模型
だけでは不足だね。百聞は一見にしかずと言うだろ？だか
らやはり画像診断、つまりレントゲン画像を用いて説明す
ることで短時間の説明であっても患者さんの理解度が随分
深まるんだよ。」
　治療をするということは、状況を自分だけが理解してい
るだけでは治療後患者さんの痛みが取れて通常の機能回復
ができたとしてもダメで、まず、画像を用いての状況説明
後に治療を行うことが重要であることを再認識いたしまし
たので、今後は積極的にレントゲン画像を活用していこう
と思います。
　さらに、今までの診療に於いては不慣れな土地であるこ
とからの緊張感や不安感から、地域住民である患者さんと
の意思の疎通に関して不十分な部分があったことを反省し
ております。患者さんとのコミュニケーションをしっかり
とることは、治療の成功率・満足度を上げるための最初の
一歩ですから、患者さんの希望や要望等を聞き取り、それ
を最大限に反映させるような治療を心がけるよう努力しよ
うと思います。

「患者さんとのコミュニケーションと画像診断の重要性」
歯科医師　市川　公久
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外国語指導助手

エリザベス カルグレンさん

す

　

今
月
は
８
月
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
来
ら
れ
た
外
国
語
指
導
助
手

の
エ
リ
ザ
ベ
ス　

カ
ル
グ
レ
ン

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
を
学
び
た
い

「
私
が
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た

の
は
５
年
前
の
大
学
生
の
と
き

で
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
日
本

の
文
化
や
日
本
語
に
触
れ
、
も

っ
と
日
本
に
つ
い
て
学
ん
で
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
外
国
語
指

導
助
手
の
話
が
あ
り
、
金
山
町

に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

金
山
町
に
来
た
と
き
に
私
の

住
ん
で
い
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州

の
隣
に
あ
る
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
に
雰
囲
気
が
似
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
住
民
の
方
は

穏
や
か
で
と
て
も
親
切
に
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
ス
テ
キ

な
笑
顔
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
。

興
味
あ
る
会
津
の
歴
史

「
趣
味
は
旅
行
に
読
書
、
写
真

を
撮
る
の
も
好
き
で
す
。
日
本

に
来
た
の
で
歴
史
や
文
化
の
あ

る
京
都
や
、
札
幌
の
雪
ま
つ
り

を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

先
日
、
知
り
合
い
に
誘
わ
れ

お じ ゃ ま し ま

笑顔がかわいいエリザベスさん

忍者姿のエリザベスさん
（会津まつり）

て
、
会
津
若
松
市
で
行
わ
れ
た

会
津
ま
つ
り
の
と
き
、
鶴
ヶ
城

近
く
の
案
内
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
会
津
の
歴
史
を
少
し

だ
け
体
験
し
と
て
も
興
味
を
持

ち
ま
し
た
」
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
ア
メ
リ
カ
の

文
化
を
教
え
た
い

「
私
は
子
ど
も
た
ち
と
会
う
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
く
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

金
山
の
子
ど
も
た
ち
は
自
分
に

自
信
を
持
っ
て
い
て
、
発
表
も

堂
々
と
し
て
い
て
と
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
私
自
身
も
日

本
語
や
日
本
の
文
化
を
学
び
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
は
ア
メ

リ
カ
の
文
化
を
積
極
的
に
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

町
民
憲
章

一
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
教
養
を
高
め
、
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

秋
立
つ
や
林
を
抜
け
る
風
の
音

	

横
　
山
　
軍
　
介
（
川
　
口
）

咲
き
満
ち
て
終
り
は
雨
の
百さ

る
す
べ
り

日
紅

	

栗
　
城
　
と
さ
子
（
川
　
口
）

名
産
は
町
の
太
陽
赤
南か

ぼ
ち
ゃ瓜

	

五
十
嵐
　
ミ
イ
子
（
川
　
口
）

畑
の
中
背
丈
を
越
え
し
独う

ど活
の
花

	

諏
　
佐
　
シ
　
ゲ
（
小
栗
山
）

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
や
俳
句
会
へ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。	

☎
54
︲
５
３
６
１

広
報
文
芸

	

金
山
俳
句
会
　
九
月
句
会
　

14


